
（別紙３）

～ 2024年10月31日

（対象者数） 40 （回答者数） 28

～ 2024年10月31日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・個別支援計画に沿った支援になっているかどうかについ
て、定期的に職員間で支援内容等を共有し、必要であれば見
直していく。

2

・関係機関との繋がりが深まるよう、定期的に電話連絡や訪
問等を実施していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・スクール内に放課後等デイサービス事業所一覧や事業所内
容の資料をファイルにまとめ、いつでも閲覧できるようにし
ている。更に放課後等デイサービスを選ぶ際のご相談には都
度応じているが、他事業所についての情報収集は必要だと感
じている。

・お子さま1人1人の興味や発達段階に合わせたプログラムを
設定し、提供している。

・楽しみながらプログラムに取り組めるよう、お子さまの好
きな物を取り入れる等の工夫をしている。
・様々な経験や資格を持った職員がお子さまと関わり、偏り
のないバランスの取れた視点を持った支援を提供できるよう
にしている。

○事業所名 アートチャイルドケアSEDスクール箕面

○保護者評価実施期間 2024年10月15日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2024年10月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2024年12月27日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

・お子さまの様々な場面での様子を把握し、支援へ繋げてい
くため、お子さまが通われている園や保育所、他事業所等と
の連携を積極的に実施している。

・関係機関連携や事業所内相談を気軽に希望していただける
よう、毎回保護者さまにお渡ししているプログラム下部に、
チェック欄を設けている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・放課後等デイサービスを併設していないため、就学後の引
き継ぎやフォローは難しい。

・現在、地域では児童発達支援のニーズが高いため、児童発
達支援に特化した運営のみになっている。

事業所における自己評価総括表公表


